
 

 

｢おしゃべり｣から｢仲間意識｣や｢支え合いの芽｣ 

～ 互いの暮らしぶりが分かり｢助け合い・支え合いの意識｣が生じる ～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   大津支え協だより 
 

発行：大津地域支え合い協議会 

（生活支援体制整備事業：大津地区第 2層協議体） 

No. 6 
2023 年 春号 

※ 毎月 1 日 10：00 ～ 12：00 

 

 

 

 

 

※ 毎月第４・土曜日 12：00 ～ 14：00 

 

ことぶき会(コーポ湘南大津) ※ 

ふれあいカフェ(大津町 4丁目) ※ 

「通いの場」とは、住民を主体とした定期的に開かれる様々な活動の場・機会の 

ことで、大津地区では「ふれあい・いきいきサロン」（地区社協支援団体）が 

その代表格です。 

今号では、「通いの場」4 団体を紹介します。（※ ふれあい・いきいきサロン） 



 

 

大津地域内では、大津地区社協の支援する「ふれあい・いきいきサロン」の

ほかにも、地域住民による自主的な｢通いの場｣の活動があります。 

  

 

 

いつまでも自分の足で通う。｢社会参加の入り口｣に！ 

地域住民の健康と親睦を目的に、町内会老人部を中心にグラウンド・ゴルフを 

楽しんでいます。現在 20 名ほどで、大津グラウンドで楽しく活動しています。 

平均年齢は 80 歳くらい、92 歳の方もお元気に参加されています。 

町内の方であればどなたでも参加をお待ちしております。 

 

 

 

｢楽しみと活躍の場｣～認知・介護予防、健康長命に！ 

認知症予防の会として発足し、会員 16 名が支援側・利用側という区別なく 

「皆が代表」という考えで実施しています。 

   

体操、合唱、コグニサイズを行なったり、健康、音楽番組のユーチューブや 

録画を流して、相互に楽しみ、皆で健康寿命の延伸に努めています。 

 


